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1968年東欧夏の旅

～チェコ動乱と国際地質学会～

チェコの切手メノｰ(層の直免断面)

出発まで

長い人生の旅路でわれわれはしばしば突発的な事件

や事故にみまわれることがある.それが偶然であれば

あるほど決定的瞬間とかアクシデントあいるはノ･プニン

グといわれるものの材料を提供することになるのだろう

カミ筆者の体験も正しくそれに価するものであった.

その体験というのはこれから述べようとするチェコ動乱

のことにほかならないが始めからプラハ行きが決って

いた訳ではないところにいっそう偶然性カミ感じられる

のである.

1968年8月19目から27目までチェコスロバキアの首

都プラハで第23回国際地質学会が開催されるという知ら

せがあり地質調査所から佐藤所長と鉱床部の関根金属

課長が出席する手筈になっていたのであるがたまたま

その頃テヘランで開かれるECAFEの会議の日程との

調整がむずかしくなり佐藤所長も関根課長もプラハの

学会に出席できないことカミ判ったのは5月の末であった.

今度の学会にはチェコスロバキアという非火山地帯の

国の会場には珍しく温泉の成因に関するシンポジウムか

組まれていたので筆者もできれぱ出席したいという希

望をもっていたがとくにそのような意思表示をしてい

なからたのでまずとても行けそうにもないという気持

でいたのである.

ところがこれまた何という幸運か討論の2目目の座

中村久中

長をやって欲しいという学会からの手紙をうけとり所

長に相談したところ前に書いたような事庸もこれあり

ここに降って湧いたように学会出席のチャンスが訪れた

訳である.

それから慌しく学会出席の準備にとりかかったのであ

るカミ折角チェコまで行くのであればそのついでにイタ

リアのラルデレロも一目見ておきたいまた欧州まで南

廻りの飛行機で往復するより片道だけはシベリア横断

のモスクワ経由で行った方が旅行も面白いだろうし旅

費も安上りになるという一石二鳥の効果を狙い旅行の

スケジュｰノレも横浜一ナホトカｰノ'バロウスクｰモス

クワｰフラノ･一ロｰマ(ラノレゲレロ)一羽田という東

欧から西欧にかけてほぼ一廻りということにし8月10

目の風の強い午前横浜からナホトカ向けの客船ハバロ

ウスク号の人となったのである.

横浜一ナホトカの旅

紙面の都合で詳しいことには触れないがソ連の国内

旅行にはインツｰリスト(IntOuriSt)チェコ国内ではチ

ェドク(6edok)といういわば国営の交通分杜の手を経

なければ旅行できない仕組みになっているので出発前

に船列車飛行機モスクワのホテルなど一切の予約

ナホトカｰハパ四フスク間を走る急行ボストｰク骨入口で説明してい柳)は係りの女の子で

日本の列車ボｰイに当る左側1讐事名側2讐車(ナホトカにて)

モスクワのウクライナホテル�
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をとっておかなければビザも下りないところにソ連圏

内の旅行についての特色がある.いいかえると一歩

旅行に踏みだすとすべてインツｰリストの指図によっ

て行動Lなければならないということである.このた

め旅行杜から予めその旅行に必要な切符食券ホテル

の滞在券観光券をうけとる訳だがそれがまた旅行上

の注意書を一度くらい読んでも判らないくらいにややこ

しい.やっとのことでハバロウスク号に乗り込み正

11時船は横浜港を出航.東京湾を出るまでは快適そ

のものだったがお昼すぎ犬吠岬を廻り外洋に出たとた

んに大揺れに揺れ出す.このノ･バロウスク号は排水量

5,500トン定員300名のスマｰトな客船で海の穏かな

時は乗り心地満点といってよいが生憎この目は台風

何号かが伊豆半島に接近上陸するかもしれないという

警報がでていた位であるからすでに横浜をたつ時風は

うなり横ぶりの雨というすさまじい天気模様荒れな

ければよいがと念じていたのカミとうとう適中する仕来

になったのである.この時化は津軽海峡を横切って

日本海に入るまで続いたのであるから相当づいていない

船旅だったということになろう.

それでも日本海に入ってからは彼もおさまりそれま

で船室に引込んでいた客も食堂や甲板に姿をみせさす

カミ国際色豊かな雰囲気をかもし出すようになったのであ

るが船の人の話では大体目本人カミ60～70%を占める由.

とくに8月は夏季休暇を利用してバイカル湖やミンス

クヘ旅行する学生が多いということであった.

横浜一ナホトカの所要時間は52時間であるから2晩は

船内記泊ることになる吉互蝸の晩は海が荒れて何の催

しものもなかっ花が王川は夕夜前に映画の上映そし

て夜は娯ビｰで楽団演奏というサｰビスつきである.

演奏する賄貿はそダンジャズが多くそれに合わせてダ

モスクワの近代的な建物を擁するアルバｰト通り写真の建物はアパｰ

トでその下に各種の商店レストランなどがある

シスもとび出し意摺外に派手ななり行きに…驚する.

それに船内にはバｰもあ!)つれづれなる一時の間をも

たせてくれる.

この航路でナホトカに行く客はで書るだけ金をかけ

ずにソ連国内を旅行しようという学生の他大半はモス

クワ経由で東欧や北欧に行く人が多い.船室ではたま

たま1ヵ月の休暇をもらって日本に帰P再びソ連に帰

国するという人に会ったのであるがこの人はソ連で終

戦を迎えそのまま現地に屠つき現在籍も向こうにあるが

鉄工場に長いこと勤める内に両親の居所が判ったので

随分前から榊慶願いを出していたところ漸く1ヵ月の休

暇が出たので20数年振りに日本へ帰っていまその帰

り道とのこと.

20何年も向こうにいるのでさぞ筋金入りの人かと思っ

たがどうも止むを得ず現地に留まることになったらし

く常に望郷の念をかこっていたことカミ語の節点からも

うかかわれる.念願叶って両親や兄弟姉妹に会うこと

ができその嬉しさでこの1ヵ月は夢のように過ぎ去っ

たに違いない.話ではあと23年もすればその後の

生活は保障されているそうだが今度の帰国でそのうち

奥さんを連れて日本に戻る決心が困ったとのこと.子

供達は反対であるがもう大きくなった上に奥さんは一

緒に行ってもよいというので自分達だけでも日本に是

非帰りたいと涙を流して話しているのをみてここでも

戦争の古傷に触れた思いをすると同時に自分の生れた

国カミそんなによいものかと思い知らされた一幕もあった.

日本からの土産物は旅行力バンｰ杯ほとんど衣類ばかり.

Yシャツｰ枚が日本円で3,000円以上もするという語を

きけぱその理由もうなずけるのだがたまたま購以上にソ

連では消費物資の値段が高いことを知りうる機会にもな

った訳である.

モスクワ大学の遠景いろとりどりの花畠が実に美しくモスクワが一目

で見わたせる高台の上にこの大学がある�
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8月12目昼すぎ白っぽい多分花開岩と思しき陸地か

姿をあらわし船内は一段と活気をおびる.午後4時

長い船旅を終えてナホトカ入港.下船前に税関の調べ

があって上陸後港の待合所からバスで駅のプラットホｰ

ムヘ.ここが果てしなく欧州へ続く大陸の一部がとい

う気持と初めて足を踏み入れた社会主義国家に対する

好奇心とが手伝ってものみな珍しくみえる.印象的

であったことはなだらかな丘にアパｰトがたち並び

道路が実にきれいに清掃されていることである.駅の

近くでは多分仕事を終えた人達であろう数人づつグノレ

ｰプになって悠女と腰を下し煙草をくゆらせながらわ

れわれ外国人をじっとみつめている.この悠々たる感

じは国柄人柄からくるものであろうが毎日を慌しく

過しているわれわれにとっていささか気抜けした感じ

がない訳でもない.

夕方7時15分列車は一路ノ'バロウスクヘ.この間約

15時間半かかり夜行になるので列車は一等寝台車にす

る.一等車は2人一部屋のコンパｰトメントでオｰ

ストラリアからきたお爺さんと同室になる.この人は

船と汽車を利用しての世界一周中とかでこれからモス

クフロントンを経てケｰプタウンに行きそこからオｰ

ストラリアに帰るそうだが本職は大工さんとか.一

緒に食事をしてベッドに入る.くら闇で外の景色はよ

く判らないが今中ソ国境問題で紛争をおこしているウ

スリｰ河に沿って一路北上する.寝台車はスプリング

が固くあまり寝心地はよくない.翌13目目を覚ます

と快晴列車はシベリアの広野をひた走りに走るがち

ょうど真夏なので野原も緑陰さんな感じは少しもない･

車中からの撮影は厳禁されているのでこの風景をカメラ

に収められないのが残念である.予定通り10時40分ハ

バロウスク着.ここでモスクワ方面は飛行機バイ

カル湖方面は列車とコｰスは分かれる.昼食をレスト

ランでとりバスで空港へ.ここも明るく椅麗な街だ.

ただ空港へ行ってから飛行機に乗るまでの手続きがうま

くさぱけずかなり時間がかかる.このあたり他の国際

線と違ってサｰビスがかなり悪い.午後3時15分TU

104型のタｰボプロップジェット機でモスクワヘ.こ

の飛行機はモスクワから羽田へ乗入れているのと同じタ

イプのもので2枚羽根のプロペラか各々反対に回転する

双発の脚の高い型の旅客機であるが室内での音がうる

さいこと振動が激しいこと気密がよくないので上昇

下降時の不快感が強いことなどの欠点があり乗心地はあ

まりよくない.しかし天気がよかったので空からみ

る景色の移り変わりをタンノウできたのは幸いであった.

モスクワまでの飛行時間は約9時間夕方5時15分無事

モスクワのドモヂエドボ空港に到着.ここからバスで

予約していたホテノレメトロポｰルヘ.50分走って午後

6時半横浜出港以来3目目でモスクワに落着く.

モスクワでの一目

ホテノレのインツｰリスト係で部屋の番号を聞いたり翌

日の市内観光の集合時間を問い合せたりして荷物をう

けとるため玄関まで下りて行くとはからずも地質部の

平山次郎君とパッタリ出くわす.

実は出発の前モスクワに立寄る予定だったのでモ

スクワ大学に留学中の平山君にもぜひ会いたいと思い手

紙を出したところ万事手筈を整えて空港に迎えにきて

くれるという返事をうげていたのだが空港では姿が見

えないので多分用事ができてこれなかったのだろうと思

っていた矢先だった訳である.彼の話によれば空港ま

で行ってくれたそうであるが飛行機の到着時間が少し早

目になりわれわれのホテノレ到着が先になったという時

間の食い違いであったらしい.ともかく異郷の地で同

赤σ)広場にて上天気θ坤で兇物人が非能に多かった･右鮒こみえる長

い難物は国立百貨店でクムと呼ばれている

赤の広協にあるSt.Basie普院�
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胞に会えることくらい嬉しく心強いことはない.早

速アレコレ語の花を咲かす.一緒にきてくれたMiSS

Anaは彼の語学の先生とかミニスカｰトを身につけ

たモダｰンな女性で社会主義国家の娘のようにみえない.

ホテルのレストランでロシア料理を味わいながら楽しい

一時を過したのであるがMissA11aのいうことは全部

平山君が通訳してくれるとはいえ少しでもロシア語が

判ったらさらに楽しめただろうにとロシア語を勉強して

いないことを悔んでも今さら始まらない.話の種はつ

きないカミ明目の再会を約してその目は別れる.

翌14目10時からインツｰリスト差向けのバスにのっ

て市内遊覧幸い天気は上々で汗はむほどである.バ

スには日本人11人カミｰ団となって乗りノ･バロウスク大

学の日本語科の若い学生がガイドを務める.もちろん

短時間での市内見物であるから名所旧蹟が主であるが

モスクワ大学赤の広場ウクライナホテノレなどの落着

いたしかもその歴史からにじみでる雰囲気は流石見る者

に感銘を与えずにはいない.赤の広場など外国人だけ

でなく国内の見物人で埋まりレｰニン廟に詣でる人が

延々長蛇の列を作っているのも社会主義の国らしい風情

である.筆者は住宅に困っていたせいかやたらと立

派な高層のアバｰトカミ目につくが説明によると人数に

応;じて1人9平方メｰトル当りの間どりをもつアパｰト

が格安で借りられるとか.この辺は実にうらやましい

謡であった.

午後平山君とMissA11aの案内で科学アカデミｰ

の深部構造地質部地熱研究室を訪問する.ここには前

もって平山君から地熱の話をきかせてくれるよう頼んで

おいたのであるが主任のMaka工enkoがすでにプラハ

にでかけPola屋という若い地球物理の人が待っていて

くれてソ連国内の地質構造と熱流量との関係を説明し

てくれたがソ連ではこの方面にかなリガを入れて研究

しているようであり興味深い話であった.なおカ

ムチャッカで5,000たWの地熱発電を行なっているがこ

れは全く試験的なものでとくに大規模な発電を目的とす

るものではない由.また千島で最近火山の調査のため

ボｰリングを行なったが成功しなかったということであ

るからおそらく温泉なり噴気か得られなかったのであろ

う.

赤の広場左側はクレムリ1■その前にレｰニン廟があリお参りする人

が長い列を作っている

夕刻三菱商事の方の案内でホテル北京のレストラ

ンで食事をする機会を得たがここはバンドつきのいわ

ぱレストランシアタｰという感じの場所である.おそ

らく大部分は国内の人であろうカミ予約でなければ席が

ないほどの混みよう.女の人はきれいに着飾り“男と

女"“黒いオルフェ"などの演奏に合わ世てダンスを踊

るさまをみるとここ淡モスクワかと疑われるほどであ

る.詳しいことは判らないカミこの辺までが自由化の

限度であるのかもしれない.MissA11乱は夜のレｰニ

ン通りを案内するといって途中まで車で足を延ばしたの

であるが時間もおそくなった上に筆者の出発が明朝早

いので名残りは惜しいカミ思い出深いモスクワの一目も

ここで別れをつげることにする.平山君は科学技術庁

の許可がおりずフラノ'の学会に出席できないとのこと

であったカミ近く帰国するので次は日本で語り合おう

ということで別れる.

このように筆者のモスクワ滞在は2晩実質的には

まる1目という短いものであったためその国柄のいろ

いろなことはほとんど知る機会がなかったが平山君か

らはいろいろ面白い話を随分聞かせてもらった.い

ずれ平山君も本誌に筆をとることになるだろうからソ

連に関する詳しい話は平山君の報告を楽しみに待つこ

モスクワの農業アカデミｰの土壌研究所(手前右)と科学アカデミｰ

の地質学研究所(奥右の白い建物)これらの研究所はモスクワの市

内にあるが閑静な場所を占めている�
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とにしたい.

プラハの町

8月15目午前6時20分きっかりにインツｰリスト差

回しのタクシｰが迎えにくる.霧の中を空港まで50分

走り9時プラハ行きの飛行機に搭乗.税関ではこわい

小母さんが所持金を検査する.社会主義の国では何処

でも同じだが自国の金の持出しは非常に厳しい.入国

時に比べ出国時にホンの僅かでも所持金が増えたりして

いると全部没収される由.

ジェット機で快晴の空を一飛び2時間20分でプラハ踊

行場につく.困ったことに飛行場についてその先どう

行ってよいのか全然判らない.学会の案内も出るはず

だがまだ目が早いので案内の人はおろか掲示も出てい

ない.仕方カミないのでCSAのバスでエアタｰミナ

ルヘ行く.

学会参加の申し込みカミ早ければホテルに予約できたの

であるが前にも書いたようにギリギリに申し込んだの

で宿はStudentHoste1つまり学生の寄宿舎しかない

という.それはよいとして用干心のStudentHoste1の

場所が全く見当がつかず弱っていたところ幸い若い学

生がタクシｰを拾ってくれて斯くたどりつくことができ

ともかく肩の重荷をおろす.このように困ったのも先

ず言葉カ掘じないことに理由カミある.ここは第2外国

語としてドイツ語ロシア語そしてフランス語で英語

を使っても学生以外ほとんど通じない.店に出ている

看板も全部自国語で外国語が全くみられないところな

ど日本と全く対照的であった.

StudentHoste1は町の中心から電車で約30分かかる

カミついた日は食堂でピルゼンビｰルなど試飲して腹ご

しらへをし状況視察に町へ出かける.モスクワでは全

然看板が外に出ていないのでどこが店なのか全く見当が

科挙アカデミｰの

地質学研究所入口

での記念撮彫(平

山技官写す)

宥:M三sgAlar

中央:M=.Po1ak

左:筆者

づかなかったカミプラノ･までくると個人経営の店が多く

ショｰウインドウにいろいろな品物が飾られている.

夜の町は明るく行きかう人でかなりの賑わいだカミ女

の人は洋服や宝石男の人はカメラ(東独製のものが多

い)の前に立どまっているのが多くみうけられた.町角

で人が集っているので覗いてみるとギタｰをもった若

者が23人幾分控え目ながら当世風の唄を歌ってい

るには驚く.そういえば男の子ばかりでなく女の子も

混った長髪ヒゲサイケ調の連中カミグノレｰブに分れ下

町のアチコチに屯ろしているのカミみえる.町の雰匿1気

は明るく確かに自由化を欧歌しているように感じられる

カミまさかその後数目をたたずして苦悩のドン底に叩きこ

まれるとは…….しかし通りに面した広場には数人

の人が集って何やら議論しているがそれは自由化の問

題がそれともブラステラバにおけるチェコ東欧5^ヵ国

首脳会議の内容か筆者には全く理解できなかったがこ

のように自由化の波に浸りながら何かしら一抹の不安

カミつきまとっているかのように思われる感がない訳では

プラハの遼餓卵炎⑳商い塔1まチン教会の肯い尖塔

プタハ城の正面�



一60一

なかった.

プラハ到着カミ8月1舶学会は19目から始婁るのでこ

の間34目暇がある.その前にできるだけプラハ町

をみておこうと思い学会の始まる前景刎8冒日曜日

でもあったので遊覧バスで市内規物を試みる｡今はな

って考えると学会の前2周でも3篇でも予猶があった

からこそあの美しいプラハの町名所旧跡をみることか

できたのであって慌しく学会の始漢る頃かけこん怒の

であったら多分何もみずに帰ることになったぽ違いな

い.何が幸いするか金く削らぬものである｡

さてフラノ･についてであるがここは百塔のプラハと

も黄金のプラハとも呼ばれる人口100万の都市で市街を

彩る緑地帯と中世から現代に至る多くの様式の建築物と

によってヨｰロッパでも最も美しい都市の1つといわれ

ているところである｡市内を貫くブノレタバ(モルダウ)

川には13の橋かかけられその中でとくにカｰル橋が有名

であるが左岸には1000年の歴史をもつフラノ･城カミあり

その南のマラｰ･ストラナには歴史上の記念物が多く

日本大使館や地質調査所もここにある.市内には多数

の小中学校のほか1348年創立の有名なプラハ大学

高等技術学校(1717)工芸専門学校(1885)造形美術

アカデミｰ(1779)があり第2次世界大戦後には農業

専門学校ロシア語学校などが新設された.またチェ

コスロバキア科学アカデミｰなどの学術機関多数の劇

場博物館美術館図書館カミある.

丘の上にたって町を一望すると中世から残るこれら建

物がモルダウ川に沿って並び色彩豊かな塔カ…この町を

1つの大伽藍のようにみせる｡とりわけテン教会の古

い尖塔がきわだって高く夕刻波静かなモルダウ川の河

面に映るこれらの塔は中世のおもかげをそのまま残す

一幅の絵画のように美しくきわめて印象深いものがあっ

た.

国際学会の前後

今度の国際地質学会はフラノ･の中心から北酉によっ

たTechnica1Univers五tyで開催されることになってい

たのでついた翌日つまり16目早々Registrati㎝の

ため会場に行ってみる.まだ参加の人の姿もまぱらで

会場係りは準備に追われていたカミ初め係りの人は大学の

職員かと思っていたところすべて地質学会の会員であ

ることカミ判り大いに驚く.というのは一部を除き

Registrat量㎝から始まり宿舎係り資料配布係資料

販売係等数人からなる係の大半は女の人でそれがみな

地質屋であるから日本に比べ蓬かに国土の狭いチェコ

でありなカミらこんなに女の地質屋が多いということを初

めて知ったからである.話によるとチェコの地質屋は

56㎞2に1人の割になるという.この国の面積はわが

国の北海道と九州を合せたよりわずかに広い127,800㎞2

であるからこの面積から割り出すとその数は2,300人

ほどになる.この勘定で行くとわが国ではほぼこの

3倍すなわち7,000人くらいになる訳だが実際にはわ

カミ国の地質屋の数はこんなに多くないであろう､数の

上だけで判断できないにしろ少なくとも日本より国

土の保全地下資源の開発に力を注いていることは確か

なようである.参加者名簿からその数を拾ってみると

会場がチェコ本国ということにもよるカミ790人でチェ

コカミ最も多くアメリカが440人でこれに次きあとソ

連295人フランス250人カナダ155人イギリス135

人イタリア88人ポｰランド81人という順で続く.

このように数の多少はあってもほとんど世界各国から代

表カミ集っているようにみえた.それにしても日本から

23人というのは決して多い方ではない.特にわが国晧

プラハ城内にある大統領官邸(自動車の並んでいる左側の白い建物)ス

ボボダ大統領がしばしばバルコニｰにたって群衆に呼びかけをした場所で

ある

ユダヤ人の墓プラハにはヨｰロッバで一番古いユダヤ人の教会がある

説明しているガイドのおばさんは英語フランス講を立板に水のごと

く調す�
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一の地質に関する研究機関といわれる地質調査所から筆

者1人というのは余りにも淋しく種々の小委員会との

関連からいっても2人以上の参加は苛ひ必要である.

日本では国際学会の参加に国費を出すことが非常にきび

しいので結果的にこのような仕来になったのであるが

アメリカン連姶め先進国といわれる国々から圧倒的に

多数の参加者が出席しているのをみるにつけもう少し

何とかならないものかと思うのは筆者1人だけではある

まい.

目が迫るにつれ町にもネｰムプレｰトをつけた会員

の顔がふえ19目総会が行われる頃には日本からの参加

者の姿もみられるようになった.19目の総会はTe-

chnicalUn且versityから少し離れた文化公園内の建物で

行なわれたがさすが芸術の国だけあって開会に先立ち

チェコブイル交響楽団によるスメタナの｢モルダウ｣が演

奏され次いで開会宣言そして種々の議題が提案され

る.この目は総会だけで解散となり20目から各々の

会場に分れて個人講演シンポジウム委員会分科会

が開かれる.筆者が最も関心をもっていた温泉の成因

に関するシンポジウムは20目21日24目26目の4日

間あるのでこれに出席しそれ以外の目は鉱床地質図や

構造地質図の小委員会に出席するつもりでいたが4.日

間は出席できないため東大立見辰雄教授大阪市大市川

浩一郎教授に前記4日間の議事内容のことを後できかせ

てくださるようお願いする.25目は日曜目で学会も休

みになるのでこの目はカノレロビ･バリ(カルノレスバ

ｰド)温泉に行く予定にし25目の水理地質のエクスカ

ｰションにも参加するつもりでいたのであるカミ全部ご

破算になってしまいこの報告におりこむことカミできない

のはきわめて残念でならない.

20目は朝9時からシンポジウムカ欄かれる.午前は

個人講演午後アフリカオｰストラリア南北アメリ

カの温泉に関する総括的な報告とその討議がなされる.

報告者はチェコの地質調査所のKaるuraとDovo1i1の

2人でその報告について種々意見を出すという形式で

ある.この午後の討論会の議長に筆者が割当てられた

のであるが意外なことに英語フランス語のチャンボ

ンのやりとりで大いに面喰う.前に書いたようにここ

は第2外国語としてドイツ語ロシア語が使われている

のであるが集った人が東欧からきた人カミ多い世いか英

語を話す人が少なくそれに意識してかあるいは無意識か

判らないがドイツ語ロシア語の発言は少なく専ら

フランス語を使うのでフランス語を知らない筆者は困

り果てたのであるが幸いフランス語の方はもう1人の議

長Dje11ou1i(Tunisia)がやってくれたので大いに助か

る.翌2!目はアジアヨｰロッパの温泉についてさら

に討論し個人講演として塩分の多い温泉に関する問題

など発表されることになっており大いに興味を覚えた

のであるがこれらもまた全部打切になってしまった訳で

ある.とにかく不十分にしろ20目の議長の役割を果

たしホッとした思いで早速ピルゼシビｰルを飲み気分

をほごす.

この国ではボヘミアの硝子細工と並んでピルゼンで作

られるビｰノレも有名であるカミ確かに日本のビｰルより

味が濃厚で非常においしい.但し少し多く飲むとい

ささかしつこい感じでそうたくさんは飲めない.レス

トランに入ると黙っていてもビｰノkをもってくる位日

常の飲物になっており人によっては朝からたしなんで

いるので明るい中からビｰルを飲んでもそう罪悪感を

覚えない.

さて20目も過ぎ21日朝早くホテルで今まで余り聞いた

プラハ市内の小分国で討論する群衆醐乱の数目前の夕方

プラハのr戸心街鰯乱の数日前に写す�
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ことのないジェット機の大きな爆音で目を覚ます.前

に書いたようにフラノ･に到着当時はStudentHostel

に泊っていたのであるが場所が遠く不便なことも多い

ので町のホテルに移りたいと思っていた矢先大阪市大

の市川浩一郎教授カミポテノレを引越したという話をきいた

ので宿舎係に話をつけ市川先生のあとに移ることにな

り19日夜からHote1Z1ataHusaに宿泊していたので

ある･このHotelは国立博物館のあるバスラフスカ

通リに面しておりプラハのいわば中心地に位置すると

いう便利な場所にある｡このZ1ataHusaには名古屋

大の渡辺武男教授東大の立見辰雄教授カミ泊っておられ

筆者は山形大の皆川信弥教授の部屋に入れさせてもらっ

たのであるが動乱に直面してあの不便なStudentHo･

ste1に泊っていたらどんなに苦労したか判らないと思う

とこのHote1に移ったことは全く幸運であったとい

ってよい.

さて洗面をすましHote1の食堂に降りて行くとす

でに食卓についておられた渡辺立見先生カ栖独からの

ラジオのニュｰスで｢昨夜11時東欧5ヵ国の軍隊がチ

ェコに侵入したと放送している｣と教えてくれる.そ

ういえば通りに面したガラス越しに興奮した人々が駈

足で行ききしているのカ主みえる.そのうちタンク

装甲車がものものしい音をたて何台も通りそのつど群

衆が口笛を鳴らし何やら叫んでいる.通りに出てみる

と昨夜まで静かだった町の様子は一変し騒然としている.

ここにきた当時家という家から国旗が出されているの

カミ目についたのであるが気カミつくと国旗は全部おろ

され中には半旗を掲げているところもある.窓には

USSRgohomeとかチェコ語ロシア語で書かれたビ

ラそれにスボボダ大統領ドブチェク第一書記の写真

が貼り出され非難の声が町々に溢れているような感じ

である一時に小銃の音が聞えてくる.特に21日夜10

時半すぎ国立博物館の方向で数分問機銃の音が鳴リ響き

曳光弾が20度くらいの負度でくらやみを切って飛ぶの

がみえるほどであった.

町の交通機関は全部ストップし不気味で町を歩くこ

ともできない.そのうち外国人はできるだけ早く国外

に退去するようにという話も伝わってくる.学会も自

然流会というニュｰスも入り渡辺皆川先生は日本大

使館へ連絡のため危険をおかして出かける.日本大使

館はここから徒歩20分位ブルタバ川の向こう岸にある.

帰ってきての話では情報不明であるが23目にバスを出

すよう目下接渉中とのこと.日本から学会に参加した

諸先生はホテノレに分宿しているので連絡のため渡辺立

見先生再び出かける.

このZlataHusaには他の国の人も泊っているカミみ

な不安げな面持ちでグルｰプを作り話し合っている.

たまたま食堂で知り会った人の中にポｰランドからきた

水理地質専門の夫婦カミいたが動乱後ホテルの一室に閉

じこもったきり食事以外顔をみせず会っても固い表情

を崩さない.ここでも切角字間を通じて芽ばえた友情

が動乱によってたちきられたという不幸な一面を示して

いる.反面チェコの人はわれわれ日本人にはきわめ

て好意的で街角に立っているとわざわざ向うから寄っ

てきて状況を説明してくれるほどであった.気の毒な

のは年老いた婦人で目に一杯涙を浮べ肩ごしに一変

した街の様子を眺めているのには同情を禁じ得ないが

おそらく心中かつて味わった占領の悲惨さをまた繰り

返すのかという悲しみに溢れていたのであろう.

国際地質学会の会場となったTechnicalU口iveτs三ty(右側の建物)

総会でのこま�
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22目は町の空気もかなり冷静になったがその頃から

街行く人が喪章をつけたポｰタブルラジオを耳から離さ

ない.きくところによると放送局方ミアチコ列こあって､

そこから非公式にニュｰスが流されているとのことであt

る.

学会の方もいよいよ流会ときまり車を運転してやぐ｡

てきた人達はいち早くプラハから脱出しはじめる｡

渡辺先生カミ目本大使館と接渉した結果婁蝸牛後3時

6edokのバスで出発できるよう手配がつく,婁蝸街

を占領した東欧軍の囲みを通り多々伍冷学会参加者が

日本大使館に集合.午後3時学会参加者23名三井

物産の駐在員8名その他一般の人δ名計36名をの喰淀

バスと堀越叡さんの運転する乗用者がプラハを離れピ

ルゼンを通り一路西独の国境へ向かう｡途中森の申

で戦車がずらり銃口を道路に向けひそんでいるのがみ免

る.あまりいい気持でない.

写真の撮影もうるさくなりこの黒"シグな揚繭を

記念にとっておくことも断念せざるを得ない､牛後6

時半無事国境の関門に到着.バスはここ蛮でであるが

税関の人や運転手の好意で西独側の関門婁でバスを乗入

れてくれる.この頃には目も暮れお蜜けぽかなり激

しく雨が降り出す.チェコの関門から碩独の関門まで

200㎜位あるがこの間を重い荷物をもち雨の申を歩

くとなると大変な苦労である.幸い歩かずに済ん犯の

で大いに助かる1ドイツ語の得意な北大湊正雄教授が

税関の人にかけあってバスを廻して'くれるよう申入れし

たところやがて体格のよいおばさんが運転するルフト

ハンザのバスがきてくれる.荷物を積みかえ午後魯

時互いに無事脱出したことを喜びながらニュｰルンベル

グヘ向かう.立見先生市川先生と堀越さんがニュｰ

中k

ルンベルグでのホテルの手配のため乗用東で先発する.

午後五0時半ネオンの美しい戦争裁判の町へ到着｡'こ

こでホテル3軒に分宿し同じホテルに泊りた皆川先生

とレストランで夕食をとったのはすでに工2時近くであっ

た.

金く思いがけずチ皿コ動乱を体験した今回.の旅行のて

ん蛮つは以上述べた通りである｡この蹄二序闘し花事

柄は詳しく員本の新聞週間紙に報道されているのであ

漢り深く触れなかった｡

確かにわれわれ外国人からみて同盟軍の斌カ介入は

何とも理解に苦しむところであったカ婁チエ頸の人はと

ってはなおさらこのような仕打ちぽ耐えがたいものが

あったぽ違いない｡温寂のシンポジウムで世語になっ

た地質調査所のK紙臓や女性の地質屋跳加減

恥搬王の管理をしていた気の好いおばさんはその後ど

うしている彪ろうか,遂刀工蝸の新聞によるとドプチ

皿ク篤一書記もいよいよ辞任したと報じているが多分

もはや動乱以前の閉るいプラハの町の空気を感じとるご

とはできないのではないだるうか､

思いがけず通過することになったニュｰノレンベ〉レクで

凄員はど休息しあと予定通りフランクフルトから濠一

㌢に出てラルデレロを見学し南廻りの飛行機ぽ搭乗

して3蝸羽顕着約3ヨ週間の旅はこれで終っ花のであ

る秘紙繭もつきたのでラルデレロの屍聞記は護たの

機会に峰ずる土とにする目(鶴は鯛蝸糠)

シ;ノポジウムの舎揚でMr,畑如醐が説明のために用いた温泉分布図

Hote-71taHusaの前を通る東欧軍の装甲車21目棚写す�




